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『 芸術の秋 』 講話 ３年担任 中安 京子

秋になりました。読書の秋、スポーツの秋、食欲の秋、そして、芸術の秋！

今年も皆さんと、アートしたい

と思います。

これは、愛知県美術館で開催中

の「長沢芦雪」展の紹介です。

今から 230 年くらい前の江戸時
代、長沢芦雪（ながさわろせつ

1754~1799）は、「奇想の絵師」と
呼ばれた人です。かたやぶりな絵

を描いて、見る人を楽しませるの

が好きな人だったようです。

この動物はなんでしょう。虎で

すね。何に描いてあると思います

か。よく見ると、取っ手があるこ

とがわかります。そう。ふすまです。和歌山県にあるお寺のふすま６枚に、一匹の

虎が描かれています。ものすごく迫力がありますね。みなさんは、どんな感想をも

ちましたか。「大きいなあ。」「目がするどいなあ。」「こっちにらんでこわそう・・・。」

でも、よく考えると、今から 230 年前って動物園はないんです。つまり日本に虎は
いませんした。では、何を見て描いたんだろう・・・。ねこ？なんだかねこに見え

てきませんか。顔もねこっぽい、かわいらしい感じ。前足も、むにゅっとしてねこ

みたい。ねこをモデルにしたか

どうかは分かりませんが、そん

なことを想像しながらこの絵を

見るのも楽しいですね。

虎の絵の向かい側にある絵が、

この竜の絵です。これも、ふす

まに描かれています。大迫力の

虎と竜に囲まれた部屋にいる気

分になれそうです。これらは今、

愛知県美術館にかざってあるの

で、興味がある人は、おうちの

人に連れて行ってもらってくだ

さいね。
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